
ビジョン改定の方向性について 資料６

３つの検討の視点

①利用・交流人口の増大

②立地施設・機関の持つ
機能の維持向上

③新しい価値の創造・
発信の促進

◇施設・バス利用者の推移

◇施設連携協議会の設置（H2５）
◇シンボルマーク導入（H２６）
◇活性化検討ワーキンググループの設置（R2）
□各施設・機関の取組（→取組計画）

～ 「土地利用」から「機能連携」へ ～

ビジョン策定後１０年間の動向

５つの将来像の実現を支える取組

（単位：人）

5 つ の 将 来 像 「３つの検討の視点」 「 5つの将来像」

〇今回の見直しにあたっても引き続き重要な「キーワード」

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

117,400 120,831 147,039 108,245 110,210 （休館） （休館） （休館） （休館）

251,221 248,808 243,006 248,357 237,364 226,551 217,928 188,061

7,346 7,120 7,771 5,730 5,184 4,699 4,672 4,338 2,785

286,220 290,411 297,762 302,221 291,183 249,987 234,519 241,096 220,486

（茶室夕照庵） 9,231 10,182 10,821 11,294 9,033 8,482 5,720 4,262

111,635 108,115 101,636 92,256 87,905 96,094 106,669 103,317 62,555

74,331 74,897 77,487 80,350 84,387 86,091 85,248 77,991 30,770

1,097,416 1,044,396 1,223,809 1,251,215 1,182,720 1,415,464 1,285,519 1,230,836 780,714
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